
四
三

立
山
曼
荼
羅

　

富
山
県
に
あ
る
立
山
は
、
大
伴
家
持
が
『
万
葉
集
』
で
、「
す
め
神
の

 
領 
き 
坐 
す
…
…
」
山
と
詠
ん
だ
よ
う
に
神
々
が
鎮
ま
る
霊
山
と
し
て
、

う
し
は 

い
ま

古
く
か
ら
崇
拝
さ
れ
て
き
た
。

　

ま
た
『
大
日
本
法
華
経
験
記
』
や
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
で
、
立
山

に
は
日
本
中
の
悪
人
が
堕
ち
る
地
獄
が
あ
る
と
さ
れ
、
恐
れ
ら
れ
て
き

た
。
こ
の
立
山
地
獄
は
、
室
堂
に
あ
る
地
獄
谷
で
、
い
ま
も
硫
黄
臭
の

強
い
ガ
ス
を
無
気
味
な
音
を
あ
げ
て
吹
き
あ
げ
て
お
り
、
荒
涼
と
し
た

地
獄
の
よ
う
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
室
堂
の
周
囲
に
は
、
主
峰
の
雄
山
か
ら
左
へ 
大  
汝 
山
、
別
山
、

お
う 
な
ん
じ

剱
岳
、
大
日
岳
が
広
が
り
、
右
に
は
浄
土
山
、
国
見
岳
、
天
狗
岳
と
、

標
高
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
そ
び

え
た
ち
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
中
心
の
八
葉
蓮
弁
の
形
で
室
堂
を
と
り
か

こ
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
立
山
は
浄
土
と
地
獄
が
共
存
す
る
聖
地
で
あ
る
。

　

立
山
の
浄
土
と
地
獄
を
中
心
に
、
立
山
信
仰
の
宗
教
思
想
を
描
い
た

「
立
山
曼
荼
羅
」
と
呼
ぶ
掛
軸
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
て 
芦  
峅  
寺 
や

あ
し 
く
ら 
じ

 
岩  
峅  
寺 
の
立
山
衆
徒
に
よ
っ
て
絵
解
き
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

い
わ 
く
ら 
じ

　

立
山
曼
荼
羅
は
、
①
立
山
開
山
縁
起
、
②
立
山
禅
定
案
内
、
③
立
山

浄
土
、
④
立
山
地
獄
、
⑤
布
橋
灌
頂
会
の
五
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
布
橋
灌
頂
会
は
、
芦
峅
寺
系
の
立
山
曼
荼
羅
に
だ
け

あ
り
、
岩
峅
寺
系
の
も
の
に
は
な
い
。

　

絵
解
き
の
実
際
の
も
よ
う
は
、
林
雅
彦
氏
が
岩
峅
寺
で
発
見
さ
れ
た

「
立
山
手
引
草
」
と
い
う
二
冊
の
絵
解
き
台
本
が
そ
の
雰
囲
気
を
よ
く

伝
え
て
い
る
（
林
雅
彦
『
増
補　

日
本
の
絵
解
き
』
三
弥
井
書
房
、
一
九
八

四
年
）。
こ
の
「
立
山
手
引
草
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
芦
峅
寺
の
立
山

曼
荼
羅
（
大
仙
坊
Ａ
本
）
を
眺
め
て
み
た
い
。

　

絵
解
き
は
、「
奉
皈
命
立
山
大
権
現
慙
愧
懺
悔　

六
根
清
浄
一
時
礼

拝
供
養
恭
敬　

輪
円
開
会
一
切
衆
生
見
聞
随
喜　

身
心
荘
厳
除
生
死
苦

発
菩
提
心
…
…
」
と
お
ご
そ
か
に
唱
え
て
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
「
四
幅
一
面
の
大
画
」
は
、
高
祖
先
達
が
女
人
を
救
う
た
め
に
色

心
不
二
を
開
示
し
て
、
我
ら
の
心
の
善
悪
を
そ
の
ま
ま
見
る
目
に
表
わ

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
疑
う
こ
と
を
や
め
て
敬
礼
供
養
を
な
す
な
ら

ば
、
こ
の
座
が
そ
の
ま
ま
禅
定
ぞ
…
…
、
と
述
べ
て
本
題
に
入
る
。

　

ま
ず
「
抑
立
山
ノ
濫
觴
ハ
人
王
四
十
二
代
ノ
聖
主
文
武
天
皇
ア
ル
夜

ノ
御
夢
ニ
紫
雲 
靉  
靆 
シ
テ
西
方
ヨ
リ
来
リ
テ
…
…
」
と
、
文
武
天
皇
が

ア
イ 
タ
イ

阿
弥
陀
如
来
の
夢
告
で
、
佐
伯
有
若
を
越
中
国
司
に
任
命
す
る
話
か
ら

開
山
縁
起
が
語
ら
れ
る
。

　

そ
の
素
筋
は
、
佐
伯
有
若
の
子
・
有
�
が
、
父
の
鷹
を
放
し
て
し
ま

い
、
そ
の
後
を
追
っ
て
行
く
。
鷹
を
見
つ
け
る
が
、
突
然
、
熊
が
出
現

宗
教
芸
能
研
究
会
�
宗
教
と
芸
能
の
あ
い
だ

浄
土
と
地
獄
―
―
立
山
曼
荼
羅
の
絵
解
き
と
見
世
物
の
口
上

内
藤
正
敏　
特
別
研
究
員
・
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
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し
て
、
白
鷹
は
驚
い
て
再
び
逃
げ
て
し
ま
う
。
怒
っ
た
有
�
が
弓
で
熊

を
射
る
と
矢
は
熊
の
胸
に
さ
さ
る
。
さ
ら
に
有
�
が
山
中
に
追
っ
て
分

け
入
り
、 
室  
堂 
の 
玉  
殿  
窟 
の
中
に
入
る
と
、
阿
弥
陀
如
来
と
不
動
明
王

む
ろ 
ど
う 

た
ま 
ど
の
の 
い
わ
や

が
出
現
し
た
。
そ
の
阿
弥
陀
如
来
の
胸
に
は
、
有
�
が
熊
に
射
た
矢
が

さ
さ
っ
て
い
た
。
熊
と
鷹
は
、
立
山
権
現
の
本
地
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来

と
不
動
明
王
が
有
�
を
導
く
た
め
に
現
れ
た
姿
で
あ
っ
た
。
有
�
は
慈

朝
上
人
の
弟
子
と
な
り
、
慈
興
と
名
の
り
立
山
を
開
い
た
…
…
。

　

立
山
曼
荼
羅
で
は
、
画
面
の
左
下
に
国
守
・
佐
伯
有
若
の
住
む
館
が

あ
り
、
下
部
中
央
付
近
に
逃
げ
た
鷹
と
有
�
が
熊
を
弓
で
射
る
場
面
が

描
か
れ
、
右
下
に 

堂
が
あ
り
、
材
木
坂
を
登
っ
て
室
堂
へ
と
曲
り
な

が
ら
進
む
禅
定
道
（
登
拝
道
）
が
描
か
れ
て
お
り
、
室
堂
の
玉
殿
窟
で
は
、

胸
に
矢
が
さ
さ
っ
た
阿
弥
陀
如
来
と
不
動
明
王
の
前
で
有
�
が
弓
矢
を

す
て
て
ひ
れ
伏
し
て
い
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
禅
定
道
に
そ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
語
ら
れ
る
。

　

材
木
坂
は
若
狭
国
の
老
尼
が
、
美
女
と 
禿 
を
つ
れ
、
女
人
禁
制
を
破

か
む
ろ

っ
て
登
っ
た
と
こ
ろ
、
途
中
に
諸
堂
を
建
立
す
る
た
め
に
置
い
て
あ
っ

た
材
木
が
石
に
化
し
た
。
美
女
と 
禿 
は
、
そ
の
先
で
杉
に
化
し
、
老
尼

か
む
ろ

は
さ
ら
に
登
っ
た
と
こ
ろ
で
石
に
な
っ
た
…
…
。
立
山
曼
荼
羅
で
は
、

女
の
首
が
つ
い
た
杉
が
二
本
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
美
女
杉
と 
禿 
杉

か
む
ろ

で
あ
る
。
さ
ら
に
上
に
は
老
尼
の
首
が
つ
い
た
姥
石
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

画
面
の
中
央
付
近
に
描
か
れ
る
一
ノ
谷
の
獅
子
ヶ
岩
で
は
、
む
か
し

北
山
石
蔵
と
い
う
邪
見
の
者
が
こ
こ
で
悪
鬼
と
な
り
人
々
を
悩
ま
せ
て

い
た
が
、
弘
法
大
師
が
退
治
し
た
と
い
う
話
が
語
ら
れ
た
。

　

ま
た
奥
州
板
割
坂
の
藤
喜
ノ
丞
と
い
う
不
信
心
な
男
が
、
こ
こ
で
畜

生
道
に
堕
ち
て
馬
と
な
り
、
頭
は
角
が
生
え
た
。
越
中
国
の
森
尻
権
現

の
知
明
と
い
う
悪
憎
が
信
者
を
つ
れ
て
立
山
登
拝
を
し
た
時
、
こ
こ
で

生
き
な
が
ら
牛
と
な
り
、
額
に
角
が
生
え
て
し
ま
っ
た
…
…
。
立
山
曼

荼
羅
に
は
、
僧
衣
を
着
た
牛
や
人
面
の
牛
馬
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
れ
を
伝
説
に
ま
つ
わ
る
怪
し
げ
な
角
や
牙
な

ど
が
、
立
山
連
峰
の
主
峰
、
標
高
三
〇
一
五
メ
ー
ト
ル
の
雄
山
山
頂
の

峰
本
社
で
拝
観
さ
せ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』

に
、
有
�
所
持
ノ
刀
、
有
�
が
熊
を
射
た
時
の 
蟇  
股  
鏃 
、
行
基
菩
薩
奉

か
え
る 
ま
た
の 
や
じ
り

四
四
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四
五

納
の
錫
杖
、
若
狭
の
老
尼
の
額
に
生
え
た
角
二
ツ
、
光
蔵
坊
の
天
狗
ノ

爪
、
藤
義
丞
が
馬
に
な
っ
た
時
に
生
え
た
駒
の
角
、
鬼
ノ
牙
一
ツ
…
…

な
ど
が
峰
本
社
の
「
什
物
」
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

ま
る
で
見
世
物
小
屋
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ
が
、
立
山
登
拝
を
先
達
す

る
衆
徒
た
ち
は
、
立
山
曼
荼
羅
の
絵
解
き
を
す
る
よ
う
に
、
立
山
の
大

自
然
の
な
か
で
も
こ
ん
な
話
を
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

浄
土
と
地
獄

　

立
山
曼
荼
羅
を
よ
く
眺
め
る
と
、
樹
木
に
よ
っ
て
宗
教
空
間
の
意
味

づ
け
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

左
下
の
佐
伯
有
若
の
館
は
俗
界
で
あ
り
、
城
内
に
は
松
が
あ
る
が
、

里
は
落
葉
樹
だ
け
で
あ
る
。
中
央
の
芦
峅
寺
と
岩
峅
寺
は
、
落
葉
樹
に

杉
と
松
が
混
在
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
人
間
が
住
む
俗
界
の
聖
地
で
あ

る
。
特
に
布
橋
の
四
隅
を
結
界
す
る
よ
う
に
四
本
の
杉
が
描
か
れ
て
お

り
、
杉
が
神
聖
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

右
下
の
脱
衣
婆
の
横
に
描
か
れ
た
樹
は
楓
か
紅
葉
で
、
秋
か
ら
冬
へ

季
節
の
境
界
を
示
す
樹
と
し
て
配
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
が
山
中
他
界
へ

の
入
口
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
お
り
、
こ
の
先
の
勝
妙
川
に
か
か
る

藤
橋
か
ら
は
女
人
禁
制
と
な
る
。

　

山
中
の
他
界
空
間
に
入
る
と
、
杉
と
松
に
な
る
。
美
女
杉
、
禿
杉
と

共
に
目
を
ひ
く
の
が
、
画
面
中
央
の
獅
子
ヶ
鼻
の
上
の
扇
子
が
い
っ
ぱ

い
つ
る
さ
れ
た
松
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
扇
の
松
」
と
い
い
、
む
か
し
弘

法
大
師
が
こ
こ
で
護
摩
を
焚
こ
う
と
し
た
が
、
護
摩
木
が
な
く
、
扇
子

の
骨
木
で
代
用
し
た
と
い
い
、
こ
の
松
に
扇
子
を
く
く
り
つ
け
る
風
習

が
あ
っ
た
。
実
際
に
登
っ
て
み
た
が
、
扇
の
松
は
見
当
ら
ず
、
こ
の
付

近
は
標
高
が
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
の
で
松
と
い
っ
て
も
五
葉

の
松
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
立
山
曼
荼
羅
で
は
、
杉
や
松
に
よ
っ
て
聖
地
性
を
表
わ
し

て
い
る
が
、
聖
地
性
と
い
っ
て
も
、
美
女
杉
や
扇
の
松
な
ど
が
あ
る
の

は
登
拝
道
で
あ
り
、
ま
だ
純
粋
な
聖
地
で
は
な
い
。
人
間
界
に
連
続
す

る
境
界
的
な
空
間
で
あ
る
。
そ
れ
が
さ
ら
に
登
っ
た
山
々
の
浄
土
と
地

獄
の
他
界
空
間
に
な
る
と
、
ま
っ
た
く
樹
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。

　
「
立
山
手
引
草
」に
、「
室
堂
マ
デ
ノ
凡
夫
二
乗
ノ
境
界
ヲ

転
シ
テ

從� �

是

菩
薩
ノ
身
ト

成
テ
登
ル
故
ニ
此
ノ
六
道
ニ

ヲ
オ
テ
観
心
切
ニ
シ
テ
六
波
羅

密
ヲ
證
シ
テ
大
慈
大
悲
ノ
心
ヲ
発
テ
登
ル
…
…
」
と
述
べ
て
お
り
、
室

堂
ま
で
が
我
々
が
生
き
て
い
る
六
道
輪
廻
の
世
界
で
、
こ
こ
か
ら
上
の

山
々
の
浄
土
へ
登
り
、
菩
薩
の
悟
り
の
世
界
に
入
る
と
説
い
て
い
る
。

さ
ら
に
室
堂
か
ら
雄
山
に
登
る
と
、
頂
上
の
峰
本
社
に
は
、
阿
弥
陀
如

来
（
雄
山
）
と
不
動
明
王
（
剱
岳
）
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
二
仏
は
立

山
権
現
の
本
地
で
あ
る
。
雄
山
は
阿
弥
陀
如
来
の
妙
体
そ
の
も
の
と
さ

れ
、
頂
上
で
正
念
の
称
名
を
唱
え
る
と
、「
浄
土
山
ニ
紫
ノ
雲
タ
ナ
ヒ

キ　

天
ヨ
リ
曼
珠
の
花 
雨  
積 
リ　

六
種
晨
動
ス
レ
コ
ハ

フ
リ 
ツ
モ

 
云
向 
ト
向
ヲ
見

イ

カ

ン

ル
ニ　
 
忝 
モ
一
光
三
尊
ノ
阿
弥
陀
如
来
如� �

是
御
来
迎
ア
ラ
セ
玉
フ

カ
タ
ジ
ケ
ナ
ク

…
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

立
山
曼
陀
羅
を
見
る
と
、
雄
山
と
浄
土
山
の
間
に
は
阿
弥
陀
如
来
が

二
十
五
菩
薩
と
共
に
来
迎
し
て
お
り
、
天
女
も
空
に
舞
っ
て
い
る
。
ま

た
、
左
の
方
か
ら
も
雄
山
に
向
っ
て
弥
陀
三
尊
が
来
迎
し
て
い
る
。
こ

れ
は
雄
山
そ
の
も
の
が
阿
弥
陀
如
来
の
仏
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
特
に
雄
山
か
ら
浄
土
山
の
方
を
見
る
と
阿
弥
陀
如
来
が
「
御
来
迎
」

す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
御
来
迎
は
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
の
こ
と
で

あ
る
。

　

立
山
で
は
、
雄
山
山
頂
で
朝
日
に
よ
っ
て
起
る
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
を

「
御
来
迎
」
と
よ
ん
で
特
別
に
重
視
し
た
。
朝
日
が
昇
る
時
、
東
が
晴
れ
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て
西
に
霧
が
か
か
る

と
、
霧
の
水
滴
が
プ

リ
ズ
ム
の
働
き
を
し

て
、
霧
の
上
に
丸
い

虹
の
輪
が
浮
か
び
、

そ
の
中
に
自
分
の
黒

い
影
が
映
る
。
こ
の

神
秘
的
な
現
象
が
西

方
極
楽
浄
土
か
ら
阿

弥
陀
如
来
が
来
迎
す

る
姿
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
立
山
以
外
の

霊
山
で
も
ブ
ロ
ッ
ケ

ン
現
象
を
御
来
迎
と

よ
ぶ
が
、
他
の
霊
山

で
は
朝
日
で
も
夕
陽
で
も
よ
い
。
し
か
し
立
山
で
は
、
御
来
迎
は
朝
日

で
起
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
は
雄
山
の
西

に
あ
る
浄
土
山
の
方
向
に
出
現
す
る
。
雄
山
は
阿
弥
陀
如
来
そ
の
も
の

と
さ
れ
て
お
り
、
雄
山
の
阿
弥
陀
如
来
が
西
方
の
浄
土
山
の
方
向
に
ブ

ロ
ッ
ケ
ン
現
象
を
起
し
て
来
迎
す
る
こ
と
に
な
る
。
浄
土
山
と
い
う
地

名
も
阿
弥
陀
如
来
の
極
楽
浄
土
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

雄
山
で
峰
本
社
を
拝
し
た
後
、
大
汝
山
、
富
士
ノ
折
立
、
真
砂
岳
、

別
山
へ
と
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
立
山
連

峰
の
雲
上
の
尾
根
を
縦
走
し
、
別
山
の
頂
上
へ
着
く
と
、
眼
前
に
荒
々

し
い
岩
肌
の
剱
岳
が
見
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
山
々
に
つ
い
て
、「
立
山
手
引
草
」
で
は
、
大
汝
山
は
大
己

貴
命
で
清
浄
光
仏
、
富
士
の
折
立
、
真
砂
岳
は 
豊  
 
 　
  
渟 
尊
で
炎
王
光
仏
、

ト
ヨ 
ク
ン 
ヌ
ノ

別
山
は
帝
釈
天
で

歓
喜
光
仏
の
浄
土

と
し
て
い
る
。
な

お
雄
山
は
阿
弥
陀

如
来
で
伊
邪
那
岐

命
、
剱
岳
は
不
動

明
王
で
手
力
雄
命

で
あ
る
。
ま
さ
に

室
堂
か
ら
上
に
そ

び
え
る
峰
々
は
神

仏
の
浄
土
な
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
「
衆
生

に
善
悪
を
智
ら
せ

速
ニ
解
説
ヲ
得
セ

シ
メ
ン
ト
欲
シ
テ　

峰
ニ
ハ
九
品
ノ
浄
土
ヲ
ウ
ツ
シ
谷
ニ
ハ
一
百
三
十

六
地
獄
ノ 
分  
野 
ヲ
ア
ラ
ワ
シ
…
…
」
と
、
峰
々
の
浄
土
の
後
に
、
こ
ん

ア
リ 
サ
マ

ど
は
立
山
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
を
説
く
。

　

立
山
曼
荼
羅
で
は
、
右
に
紅
日
、
左
に
白
月
が
描
か
れ
て
お
り
、
右

は
昼
＝
光
、
左
は
夜
＝
闇
と
い
う
対
立
性
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
地
獄

は
左
側
に
描
か
れ
て
い
る
。
針
ノ
山
の
下
に
は
、
焦
熱
地
獄
、
大
焦
熱

地
獄
、
八
寒
地
獄
、
衆
合
地
獄
、
黒
縄
地
獄
、
等
活
地
獄
、
阿
鼻
地
獄
、

叫
喚
地
獄
、
血
ノ
池
地
獄
、
石
女
地
獄
で
、
死
者
た
ち
が
鬼
に
責
め
ら

れ
、
炎
で
焼
か
れ
た
り
、
体
に
釘
を
打
ち
こ
ま
れ
た
り
、
包
丁
で
切
り

刻
ま
れ
た
り
、
鉄
棒
で
串
刺
し
に
さ
れ
た
り
、
臼
で
つ
か
れ
た
り
…
…

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
獄
の
一
つ
ひ
と
つ
を
示
し
な
が
ら
、「
此
ノ
ヨ
フ
ニ
罪

四
六
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四
七

人
ノ
一
チ

一
チ

ノ
身
皮
ヲ
ハ
ギ
テ
鉄
ノ
ヤ
ケ
タ
ル
棚
ノ
上
ニ
臥
テ 
銅 
ノ
湯

ア
カ
ガ
ネ

ヲ
ツ
ギ
カ
ケ　

又
タ
口
ニ
入
ル
五
臓
六
腑
ヤ
ケ
ト
ケ　

五
体
内
外
ニ
少

モ
安
キ
所
ロ
ナ
シ 
叫 
ス
ル
ニ
猛
火
口
に
入
り
舌
に
釘
ヲ
打
…
…
…
」

サ
ケ
バ
ン
ト

と
、
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
獄
の
部
分
を
よ
く
み
る
と
、
食
べ
よ
う
と
す
る
と
食
物

が
炎
と
な
り
飢
え
に
苦
し
み
つ
づ
け
る
「
餓
鬼
道
」
や
、
牛
の
顔
を
し

て
衣
を
着
た
僧
や
目
玉
を
鳥
に
つ
つ
か
れ
る
人
面
牛
な
ど
の
「
畜
生

道
」、
鎧
を
着
け
た
武
者
た
ち
が
鬼
の
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
刀
で
殺
し
あ

い
つ
づ
け
る
「
修
羅
道
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
禅
定
道
を
登
る
「
人

間
」
と
共
に
、
空
に
は
「
天
女
」
が
舞
っ
て
い
る
。
峰
々
は
仏
の
浄
土

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
は
立
山
曼
荼
羅
は
「
十
界
の
図
」
な
の

で
あ
る
。

　

十
界
と
は
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、
天
の
「
六
道
」

と
、
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
、
仏
の
「
四
聖
」
の
悟
り
の
世
界
を
い
う
。

　

わ
れ
わ
れ
の
住
む
「
六
道
」
の
世
界
は
、
迷
い
に
満
ち
た
輪
廻
転
生

の
世
界
で
あ
り
、
い
つ
地
獄
や
餓
鬼
道
に
堕
ち
る
か
わ
か
ら
な
い
。
た

と
え
天
道
に
生
ま
れ
て
も
生
老
病
死
の
苦
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
「
立
山
手
引
草
」
で
も
、
地
獄
道
、
餓
鬼
道
、
畜
生
道
は
三
悪
道
で
あ

り
、
修
羅
道
は
合
戦
終
る
こ
と
の
な
い
苦
相
で
、
人
道
は
八
苦
三
相
あ

り
、
不
浄
な
る
糞
穢
な
る
身
を
さ
ま
ざ
ま
な
織
物
で
お
お
い
隠
し
て
い

る
姿
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　

そ
し
て
天
道
に
つ
い
て
も
、「
死
ス
ル
時
ニ
ノ
ソ
ン
テ
五
衰
ノ
悲
ミ

有
リ　

五
衰
ト
ハ　

一
ニ
ハ
ア
タ
ノ
花
カ
ズ
ラ 
忽 
シ
ボ
ム　

二
ニ
ハ

タ
チ
マ
チ
ニ

キ
レ
イ
ナ
衣
モ
チ
リ
ニ
ゲ
枯
ク
キ
ク
サ
ル　

三
ニ
ハ
脇
ノ
下
ヨ
リ
汗
出

テ
天
人
ノ
カ
ラ
ダ
ク
サ
ク
ナ
ル　

四
ニ
ハ
目
ク
サ
ル
白
ク
ナ
ル　

五
ニ

ハ 
本 
ノ
居
所
ノ 

ハ
ス
時
ニ
天
女 

属
悉
ク
是
レ
ヲ
見
テ
棄
ル
事
ク
サ

モ
ト

ヤ
チ
リ
ア
グ
タ
ノ
如
ク
ニ
思
テ
林
ノ
間
ニ
棄
ル　

ス
テ
ラ
レ
テ
悲
ミ
ナ

ゲ
ケ
ド
モ
ヨ
リ
ツ
ク
天
女
ナ
ケ
レ
ハ
今
は 
憑 
方
ナ
シ
…
…
」
と
、
天
人

タ
ノ
ム

の
哀
れ
な
末
路
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
苦
し
み
に
満
ち
た
「
六
道
」
の
世
界
か
ら
逃
げ
だ
す
た
め

に
、
立
山
衆
徒
た
ち
は
、
立
山
浄
土
へ
の
登
拝
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
女
人
禁
制
で
立
山
に
登
れ
な
い
女
性
に
は
、「
布
橋
灌
頂
会
」
と
い

う
救
済
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

布
橋
灌
頂
会

　

布
橋
灌
頂
会
は
、
明
治
の
神
仏
分
離
ま
で
、
毎
年
、
秋
の
彼
岸
に
芦

峅
寺
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
儀
礼
で
、
立
山
曼
荼
羅
の
右
下
に
描
か
れ

て
お
り
、
浄
土
と
地
獄
と
共
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
し
め
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
ま
ず
参
加
す
る
女
性
た
ち
が
芦
峅
寺
の
阿
闍
梨
た
ち

に
引
率
さ
れ
て
閻

魔
堂
に
入
り
、
こ

こ
で
一
人
ひ
と
り

が
今
ま
で
の
罪
を

懺
悔
し
て
、
閻
魔

大
王
の
審
判
を
受

け
る
。
ケ
ガ
レ
を

は
ら
っ
た
女
性
た

ち
は
白
経
帷
子
の

死
装
束
を
着
け
、

 

堂
川
に
か
か
る

布
橋
を
渡
っ
て 　
  
 
 うば

 
堂 
に
入
る
。
こ
の

ど
う時

、
閻
魔
堂
か
ら

写真４　布橋灌頂会
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布
橋
、 

堂
へ
の
道
に
は
白
布
が
敷
き
つ
め
ら
れ
た
。

　
 

堂
の
中
に
は
、
恐
ろ
し
い
形
相
の
三
体
の
本
尊
と
、
日
本
六
十
六

ヶ
国
を
象
徴
す
る
六
十
六
体
、
合
計
六
十
九
体
の 

尊
が
祀
ら
れ
て
い

た
。
堂
内
に
全
員
が
入
る
と
、
す
べ
て
の
戸
が
閉
め
ら
れ
、
ロ
ー
ソ
ク

の
光
に
無
気
味
な 

尊
が
並
ぶ
暗
闇
の
中
で
法
要
が
い
と
な
ま
れ
た
。

夕
方
に
な
っ
て
法
要
が
終
る
と
、
前
方
の
板
戸
が
開
け
ら
れ
、
眼
前
に

は
夕
陽
に
輝
く
立
山
連
峰
が
現
れ
る
と
い
う
趣
向
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

暗
闇
の
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
女
性
た
ち
は
、
美
し
い
立
山
の
雄

姿
に
浄
土
を
観
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
布
橋
灌
頂
会
は
、
女
人
禁
制
で
立
山
に
登
る
こ
と
が
で
き
な
い

女
性
た
ち
に
、
こ
こ
で
擬
死
再
生
儀
礼
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
男
た
ち

が
立
山
に
登
っ
て
立
山
禅
定
を
は
た
す
と
同
じ
意
味
を
も
つ
儀
礼
で
あ

っ
た
。

　
 

堂
に
、
祀
ら
れ
る 

尊
に
つ
い
て
、「
立
山
手
引
革
」
で
「
三
途
川

の 

」
で
「
三
悪
堂
ニ
趣
ク
者
ノ
皮
ヲ
ハ
ギ
テ
ビ
ラ
ン
樹
に
張
ル
」
と

し
て
い
る
が
、「
立
山
曼
茶
羅
」
で
も 

堂
の
後
で
死
者
の
衣
を
は
い
で

い
る
。
現
存
す
る 

尊
も
三
途
川
で
死
者
の
衣
を
は
ぐ
脱
衣
婆
と
同
じ

恐
ろ
し
い
姿
を
し
て
い
る
。
し
か
し
『
立
山
略
縁
起
』
で
は
、 

尊
は

五
穀
と
麻
の
種
を
も
っ
て
天
降
っ
た
神
で
、「
衆
生
生
死
之
惣
政
所
」
と

あ
り
、
ま
さ
に
生
と
死
を
司
ど
る 

尊
は
、
擬
死
再
生
儀
礼
の
本
尊
に

ふ
さ
わ
し
い
神
と
い
っ
て
よ
い
。

　

布
橋
灌
頂
会
に
参
加
し
た
女
性
に
は
、「
血
脈
」
が
授
け
ら
れ
、
こ
れ

を
納
棺
す
れ
ば
極
楽
往
生
で
き
る
と
さ
れ
た
。

　

か
っ
て
立
山
衆
徒
た
ち
は
、
冬
の
間
に
各
地
の
檀
那
場
を
歩
き
、
立

山
曼
荼
羅
を
掛
け
て
立
山
信
仰
に
つ
い
て
語
り
、
男
に
は
立
山
浄
土
の

登
拝
を
勧
め
、
女
性
に
は
布
橋
灌
頂
の
ご
利
益
を
説
い
た
。
夏
に
は
立

山
登
拝
に
集
ま
る
人
々
を
自
宅
の
宿
坊
で
祈
祷
し
て
宿
泊
さ
せ
、
山
に

登
る
先
達
を
し
た
。
山
里
に
住
む
立
山
衆
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら

は
生
き
る
た
め
に
最
大
の
収
入
源
で
あ
っ
た
。

　

立
山
曼
荼
羅
の
絵
解
き
は
二
時
間
近
く
に
も
お
よ
び
、
人
々
は
立
山

衆
徒
が
絵
解
き
に
訪
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は

言
葉
た
く
み
な
話
術
で
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
を
語
り
、
立
山
登
拝
や
布
橋

灌
頂
の
あ
り
が
た
さ
を
説
き
、
聞
く
人
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

せ
た
の
で
あ
る
。

見
世
物
の
「
十
界
」

　

立
山
曼
荼
羅
は
「
十
界
の
図
」
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
絵

解
き
は
日
本
の
宗
教
史
と
芸
能
史
の
接
点
を
み
る
思
い
が
す
る
が
、
見

世
物
に
も
「
十
界
」
と
い
う
出
し
も
の
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
西
村
興
行
の
親
方
で
、
名
人
見
世
物
師
だ
っ
た
西
村
岩
吉
さ

ん
に
生
前
聞
い
た
話
だ
が
、「
十
界
」
は
、
地
獄
め
ぐ
り
を
パ
ノ
ラ
マ
風

に
作
り
、
鬼
が
手
を
あ
げ
た
り
、
子
供
が
涙
を
ふ
い
た
り
す
る
カ
ラ
ク

リ
仕
掛
け
の
人
形
を
使
っ
て
み
せ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
に
「
柳
の
小
枝
に
う
ち
か
け
て
、
来
い
よ
来
た
れ
よ
と
招
く
の

は
、
こ
れ
は
三
途
ノ
川
の
お
婆
さ
ん
…
…
」
と
い
っ
た
口
上
を
つ
け
る
。

愁
嘆
場
の
賽
ノ
河
原
で
は
、
哀
れ
な
感
じ
の
御
詠
歌
調
で
、「
一
重
積
ん

で
は
母
の
た
め
、
二
重
積
ん
で
は
父
の
た
め
、
三
重
四
重
と
積
む
石
は
、

兄
弟
わ
が
身
の
回
向
す
る
。
昼
は
河
原
で
余
念
な
く
、
幼
心
に
遊
べ
ど

も
、
陽
の
入
り
あ
い
の
そ
の
こ
ろ
に
、
地
獄
の
鬼
め
が
あ
ら
わ
れ
て
、

せ
っ
か
く
積
ん
だ
小
石
を
ば
、
金
棒
ぶ
っ
て
打
ち
く
だ
き
、
ま
た
も
や

積
め
よ
う
積
め
よ
う
と
せ
め
た
て
る
。
あ
ま
り
の
恐
ろ
し
さ
に
、
賽
ノ

河
原
を
ば
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
逃
げ
ま
ど
う
…
…
」
と
い
っ
た
口
上
を

つ
け
て
案
内
し
た
も
の
と
い
う
。

　

こ
の
「
十
界
」
は
寺
院
で
お
こ
な
う
地
獄
絵
の
絵
解
き
と
変
り
な
く
、

四
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四
九

口
上
も
賽
ノ
河
原
和
讃
で
あ
る
。
見
世
物
の
口
上
を
聞
い
て
い
る
と
、

「
東
洋
独
特
の
仏
言
に
因
果
応
報
と
い
う
こ
と
わ
り
あ
り
…
…
」
と
か
、

「
因
果
は
め
ぐ
る
小
車
の
…
…
」「
火
の
車
つ
く
る
大
工
は
な
け
れ
ど
も
、

お
の
れ
が
作
り
、
お
の
れ
が
乗
り
ゆ
く
…
…
」
と
い
っ
た
仏
教
の
影
響

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

　

見
世
物
で
最
も
重
要
な
の
は
口
上
で
あ
る
。
芸
や
ネ
タ
の
珍
し
さ
が

大
切
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
を
生
か
す
も
殺
す
も
口
上

で
あ
る
。

　

見
世
物
の
口
上
に
は
、
大
き
く
わ
け
て
、
ア
ラ
ダ
ン
カ
、
ナ
キ
ゴ
マ

セ
、
ダ
ラ
ダ
ラ
コ
マ
セ
、
の
三
種
類
が
あ
る
。
ア
ラ
ダ
ン
カ
は
都
市
や

漁
師
町
な
ど
の
気
の
荒
い
客
が
多
い
所
で
や
る
口
上
で
、
景
気
よ
く
ま

く
し
た
て
る
よ
う
に
し
て
し
ゃ
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ナ
キ
ゴ
マ
セ
は
、

客
の
同
情
を
ひ
く
よ
う
に
哀
れ
な
調
子
で
し
ゃ
べ
る
。
ダ
ラ
ダ
ラ
コ
マ

セ
は
、
雨
で
客
足
の
少
い
時
や
お
化
け
屋
敷
の
よ
う
に
盛
り
上
が
り
を

つ
け
な
く
て
も
よ
い
出
し
物
の
時
に
ダ
ラ
ダ
ラ
と
し
ゃ
べ
る
方
法
で
あ

る
（
拙
稿
「
見
世
物
」・『
現
代
思
想
』
一
二
巻
三
号
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）。

　
「
十
界
」
の
口
上
は
ナ
キ
ゴ
マ
セ
で
あ
る
。
お
婆
さ
ん
が
多
く
集
ま
る

お
地
蔵
さ
ん
の
縁
日
な
ど
で
は
、「
何
の
因
果
か
、
こ
の
娘
は
こ
ん
な
姿

で
生
れ
た
の
で
母
親
に
も
い
じ
め
ら
れ
…
…
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

メ
ン
メ
ン
と
う
っ
た
え
る
よ
う
に
話
し
た
も
の
と
い
う
。

　

江
戸
時
代
の
見
世
物
に
つ
い
て
、
朝
倉
無
声
や
古
河
三
樹
は
、
そ
の

種
類
を
次
の
よ
う
に
大
き
く
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
（『
見
世
物
研
究
』

春
陽
堂
、
一
九
二
八
年
。『
見
世
物
の
歴
史
』
雄
山
閣
、
一
九
七
〇
年
）。

①
奇
術
、
曲
芸
、
舞
踊
、
武
術
な
ど
の
技
術
や
芸
能
を
み
せ
る
�
技

芸
見
世
物
�。

②
畸
人
、
珍
禽
獣
、
異
虫
魚
、
奇
草
木
石
な
ど
の
天
然
珍
奇
な
も
の

を
み
せ
る
�
奇
形
見
世
物
�。

③
練
物
や
張
抜
き
の
人
形
、
カ
ラ
ク
リ
装
置
、
ガ
ラ
ス
細
工
、
籠
細

工
、
菊
細
工
、
貝
細
工
な
ど
の
細
工
物
を
み
せ
る
�
細
工
見
世
物
�。

　

こ
れ
ら
の
江
戸
時
代
の
見
世
物
の
う
ち
、
明
治
以
後
、
技
芸
見
世
物

の
多
く
は
寄
席
や
劇
場
や
サ
ー
カ
ス
に
、
細
工
見
世
物
は
博
覧
会
や
遊

園
地
の
パ
ノ
ラ
マ
や
菊
人
形
な
ど
に
変
わ
り
、
奇
形
見
世
物
の
多
く
が

動
物
園
や
植
物
園
、
水
族
館
、
科
学
博
物
館
な
ど
に
吸
収
さ
れ
、
形
を

変
え
て
生
き
の
び
て
い
っ
た
。
そ
し
て
怪
し
げ
で
い
か
が
わ
し
い
も
の

が
見
世
物
と
し
て
残
っ
た
（
拙
稿
「
都
市
と
王
権
」、
国
立
歴
史
民
族
博
物

館
編
『
変
身
す
る
―
仮
面
と
異
装
の
精
神
史
』
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
）。

　

江
戸
時
代
の
見
世
物
に
は
、
逆
さ
首
、
一
寸
法
師
、
三
ツ
足
女
、
蟹

娘
、
鬼
娘
、
達
磨
男
、
蛇
女
、
熊
女
、
い
か
も
の
食
い
、
耳
か
ら
声
を

出
す
男
、
歯
力
男
、
ろ
く
ろ
首
、
生
首
、
ふ
た
な
り
娘
…
…
な
ど
、
グ

ロ
テ
ス
ク
で
怪
し

げ
な
見
世
物
が
数

多
く
興
行
さ
れ
て

い
た
。

　

一
九
七
〇
年
代

に
は
、
浅
草
の
花

屋
敷
の
前
に
常
設

の
稲
村
劇
場
と
い

う
見
世
物
小
屋
が

あ
り
、
各
地
の
寺

社
の
祭
礼
で
見
世

物
が
興
行
さ
れ
て

い
た
が
、
一
九
八

〇
年
代
の
高
度
経

済
成
長
期
に
、
見
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世
物
は
急
激
に
姿

を
消
し
て
い
っ
た
。

　

私
が
西
村
岩
吉

さ
ん
か
ら
見
世
物

の
話
を
聞
い
た
の

も
、
一
九
七
〇
年

に
岩
吉
さ
ん
が
浅

草
の
稲
村
劇
場
で
、

「
女
タ
ー
ザ
ン
三

人
娘
」
と
い
う
見

世
物
を
興
行
し
て

い
た
時
で
あ
っ
た
。

　
「
女
タ
ー
ザ
ン
」

は
、
①
火
炎
の
術
、

②
ク
サ
リ
通
し
、

③
マ
キ
ツ
ギ
、
④
パ
サ
バ
ラ
シ
、
の
四
種
類
の
芸
を
見
せ
て
い
た
。

　
「
火
炎
の
術
」
は
、
二
十
本
ぐ
ら
い
束
ね
た
ロ
ー
ソ
ク
を
燃
し
て
、
口

の
中
に
溶
け
た
ロ
ウ
を
流
し
こ
み
、
ロ
ー
ソ
ク
の
炎
を
め
が
け
て
吹
き

つ
け
、
大
火
炎
を
あ
げ
る
。

　
「
ク
サ
リ
通
し
」
は
、
ク
サ
リ
を
ま
ず
右
の
鼻
の
中
に
入
れ
て
口
に
出

し
、
そ
の
ク
サ
リ
を
今
度
は
左
の
鼻
の
穴
に
入
れ
て
口
に
出
す
。

　
「
マ
キ
ツ
ギ
」
は
、
生
き
た
蛇
を
尻
尾
の
方
か
ら
鼻
の
穴
に
入
れ
て
ゆ

き
、
尻
尾
が
口
か
ら
出
て
く
る
と
尻
尾
を
も
っ
て
ひ
っ
ぱ
り
出
す
。
そ

う
し
て
蛇
を
鼻
か
ら
口
に
通
し
た
ま
ま
、
右
手
で
蛇
の
頭
を
持
ち
、
左

手
で
尻
尾
を
持
っ
て
大
ミ
エ
を
切
る
。
な
お
、
マ
キ
と
は
蛇
、
ツ
ギ
は

使
う
と
い
う
見
世
物
の
符
牒
で
、
マ
キ
ツ
ギ
は
「
蛇
使
い
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。

　
「
パ
サ
バ
ラ
シ
」

は
、
ニ
ワ
ト
リ
を

食
う
芸
で
、
パ
サ

は
ニ
ワ
ト
リ
の
こ

と
、
羽
根
を
バ
タ

つ
か
せ
鳴
き
叫
ぶ

ニ
ワ
ト
リ
の
首
に

か
み
つ
き
、
首
を

食
い
ち
ぎ
る
。
そ

の
切
り
口
に
か
ぶ

り
つ
き
、
血
を
吸

い
肉
を
ム
シ
ャ
ム

シ
ャ
と
食
べ
、
最

後
に
大
き
く
口
を

開
き
舌
を
出
し
て

食
い
終
っ
た
こ
と
を
み
せ
る
。
こ
の
時
、
実
際
に
は
舌
の
裏
側
に
肉
を

隠
し
て
お
い
て
後
で
吐
き
出
し
、
ま
た
血
も
飲
み
こ
ま
な
い
で
口
の
中

に
留
め
て
お
い
て
吹
き
出
す
。
す
る
と
上
半
身
が
血
ま
み
れ
に
な
り
壮

絶
な
感
じ
に
見
せ
る
。

　

蛇
使
い
の
見
世
物
は
、「
見
る
目
も
う
る
わ
し
い
差
合
い
知
ら
ぬ
蛇

女
、
こ
は
し
危
し
恐
ろ
し
き
見
世
物
…
…
」（『
天
和
笑
季
集
』）
と
、
江
戸

時
代
に
も
あ
っ
た
が
芸
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
明
治
の
終
り
こ
ろ
、

佐
々
木
喜
善
が
靖
国
神
社
の
秋
季
大
祭
で
「
蛇
使
い
女
」
の
見
世
物
を

見
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
蛇
を
頭
か
ら
口
の
中
に
ゆ
っ
く
り
と
入

れ
る
と
、
蛇
が
頭
の
方
か
ら
出
て
く
る
の
を
ひ
き
だ
す
と
い
う
芸
で
あ

っ
た
（『
風
俗
資
料
』
三
冊
、
昭
和
五
年
）。
こ
う
い
う
蛇
使
い
の
芸
が
、

女
タ
ー
ザ
ン
の
よ
う
に
、
蛇
を
鼻
か
ら
入
れ
て
口
か
ら
出
す
芸
へ
と
発

五
〇
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五
一

展
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

女
タ
ー
ザ
ン
の
見
世
物
で
は
、
西
村
岩
吉
さ
ん
は
、「
何
の
因
果
か
、

同
じ
母
親
の
体
内
か
ら
生
れ
る
子
が
三
人
と
も
こ
ん
な
姿
で
生
れ
ま
し

た
。
お
姉
さ
ん
た
ち
は
、
生
き
た
蛇
や
蛙
を
食
べ
る
と
い
う
ウ
ワ
サ
の

た
め
に
村
に
も
住
め
な
く
な
り
、
東
北
の
霊
山
と
し
て
名
高
い
月
山
と

い
う
山
に
登
り
、
裸
、
ハ
ダ
シ
そ
の
ま
ま
で
、
山
か
ら
山
、
谷
か
ら
谷
、

深
山
幽
谷
を
お
の
が
住
み
家
と
な
し
、
蛇
や
蛙
を
食
料
と
し
、
あ
ら
ゆ

る
悪
食
を
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
し
た
…
…
」
と
い
う
口
上
を
し
ゃ
べ
っ

て
い
た
。
ア
ラ
ダ
ン
カ
で
一
気
に
ま
く
し
た
て
る
の
で
、
本
当
に
こ
ん

な
地
獄
の
よ
う
な
世
界
が
現
実
に
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
ま
さ
に
話
芸
の
力
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
マ
キ
ツ
ギ
や
バ
サ
バ
ラ
シ
の
よ
う
な
恐
ろ
し

い
芸
が
寺
社
の
境
内
で
興
行
さ
れ
る
か
。
こ
う
し
た
グ
ロ
テ
ス
ク
な
見

世
物
が
興
行
さ
れ
る
の
は
、
祭
礼
や
縁
日
と
い
う
特
別
な
日
の
寺
社
の

境
内
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
も
常
設
的
に
興
行
さ
れ
た
の
は
、
浅
草
奥

山
、
上
野
山
下
、
両
国
と
い
う
江
戸
最
大
の
盛
り
場
で
あ
っ
た
。
浅
草

奥
山
は
徳
川
家
の
最
初
の
祈
願
寺
の
浅
草
寺
の
境
内
。
上
野
山
下
は
徳

川
家
の
祈
願
寺
の
東
叡
山
寛
永
寺
の
崖
の
下
に
あ
っ
た
。
両
国
の
回
向

院
は
明
暦
の
大
火
で
焼
死
し
た
一
〇
万
八
〇
〇
〇
余
人
の
遺
体
を
埋
葬

し
た
地
に
建
て
ら
れ
た
寺
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
非
日
常
的
な
江
戸
最
大

の
宗
教
空
間
で
あ
っ
た
。

宗
教
と
芸
能

　

こ
こ
で
立
山
曼
荼
羅
と
見
世
物
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
見
世
物
が
マ

キ
ツ
ギ
や
パ
サ
バ
ラ
シ
の
よ
う
な
グ
ロ
テ
ス
ク
な
芸
能
を
神
聖
な
寺
社

の
境
内
で
興
行
し
た
理
由
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

　

立
山
曼
荼
羅
で
は
、
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
立
山

登
拝
と
布
橋
灌
頂
会
の
救
済
を
説
い
た
の
は
、
立
山
衆
徒
が
立
山
で
生

き
る
宗
教
民
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
見
世
物
の
方
は
、
も
っ
ぱ
ら
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
だ
け
を
強
調

し
て
い
る
。
見
世
物
が
興
行
さ
れ
た
の
は
、
神
社
仏
閣
で
あ
っ
た
。
見

世
物
師
た
ち
芸
能
民
が
生
き
た
の
は
都
市
の
非
日
常
的
な
場
所
で
あ
り
、

立
山
曼
荼
羅
で
い
え
ば
、
樹
木
が
な
い
浄
土
や
地
獄
の
他
界
空
間
に
あ

た
っ
て
い
る
。
見
世
物
が
神
社
仏
閣
の
境
内
や
参
道
で
地
獄
の
恐
ろ
し

さ
を
強
調
す
る
ほ
ど
、
神
社
仏
閣
が
浄
土
と
し
て
輝
く
こ
と
に
な
る
。

　

山
の
宗
教
民
と
都
市
の
芸
能
民
を
「
浄
土
と
地
獄
」
と
い
う
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
て
眺
め
る
と
、
限
り
な
く
近
い
関
係
で
浮
か
び
あ
が
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。

〔
写
真
は
す
べ
て
�
内
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正
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